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積分して得られ、時間 0 を挟んでそれ以前では 0、




















図１　impulse response, unit response and ramp response
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図２　
図３　台形負荷応答
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答では高周波成分に対する応答が原理的に十分検
出できないので、正確な伝達関数を推定するため
には頻回の測定を繰り返す必要があり、現在の所
まだ不十分な結果しか得られていない段階であ
る。
Ⅴ．結　　語
呼吸循環器応答などの人体システムの動的応答
特性の解析はまだまだ十分と言えない段階にあ
る。近似的に線形性を仮定してシステムを解析す
る事でも色々な性質が解明される可能性があると
思われる。また、非線形性、特に登りのrampに
対する応答と下りのrampの応答が大きく違う事
に対する生体システムの比較的簡単なモデル的を
考察する事は興味ある課題であると思われる。
本研究は国士舘大学体育学部附属体育研究所・
平成27年度研究助成により行われた。
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